
立
場
を
更
に
進
め
、
閤
浮
統
一
の
天
業
を
理
想
と
し
て
折
伏
を
主
張
し
た
点

に
相
異
が
み
ら
れ
る
が
、
化
他
の
菩
薩
行
を
勝
義
の
事
観
と
し
た
本
筋
に
変

り
な
、
。

以
上
の
各
論
は
凡
て
、
宗
祖
の
本
義
に
還
ら
ん
と
す
る
努
力
の
結
晶
で
あ

る
が
、
結
果
的
に
日
透
の
そ
れ
は
天
台
理
観
の
亜
流
に
堕
し
、
日
受
の
そ
れ

は
但
信
口
唱
の
易
行
門
に
流
れ
、
日
輝
を
侠
つ
て
は
じ
め
て
両
者
の
立
場
は

止
揚
さ
れ
、
自
行
安
心
の
域
を
超
え
、
化
他
の
菩
薩
行
宏
提
起
し
、
更
に
智

学
の
所
論
を
容
れ
て
事
観
の
面
目
を
発
揮
し
、
現
代
日
蓮
教
学
の
底
流
を
な

す
に
至
っ
た
。

結
局
、
菩
薩
行
と
云
う
「
行
動
」
の
提
起
は
宗
祖
の
心
宏
心
と
し
て
法
華

経
に
直
参
す
る
限
り
当
然
に
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
宗
祖
が
法
華
経
に
問
い

求
め
て
得
ら
れ
た
果
の
世
界
は
、
逆
に
宗
相
の
御
心
に
自
己
一
合
定
的
に
顕
わ

さ
れ
、
視
を
下
し
て
、
対
社
会
的
に
は
「
化
他
の
弘
経
」
と
し
て
打
出
さ
れ

て
行
っ
た
と
み
る

べ
き
で
あ
る
。

云
わ
ば
化
他
の
菩
薩
行
こ
そ
現
代
及
び
将
来
を
通
じ
て
事
観
の
生
命
と
な

り
宗
教
の
本
質
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
宗
祖
の
事
本
思
想
に
か
な
う

と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

｜
｜
了
｜
｜

主
な
る
参
考
文
献

O
充
治
圏
全
集

O
昭
和
定
木
遣
文

O
「
日
蓮
宗
教
学
史
」
執
行
海
秀
著

O
「
日
蓮
教
学
の
研
究
」
望
月
歓
厚
著

O
｛
一
示
学
全
書
（
顕
本
法
華
宗
部
）

。
「
事
一
念
三
千
義
」

観
如
日
透
著

〈トヨロ
R
g
mぷ
日
間
山
J

（
円
山
、

己
目
）
山
内

U
g
l
g
u
o己
己
守

zoロ

〈
町
立
Hσ

”

k
r
S
F山
口
門ロ肝

ωけ

肝H
M
関
口
片
山
町
戸
肝
H
M
m

岡

栄

~＇~ 

田

肝
脱
道
論
（
〈
同
云
巴
寸
叶
目
立
’
の
の
kp
）
の
英
訳
が

3門
凶

OB
と
題
し
て

0
0
1
8
の

∞ロ

2
E
2
2
z一
日
立
。
ロ

ω
R
5
q

か
ら
一
九
六
一
年
秋
に
刊
行
さ
れ
、
足
岳
山
由
。
岳
山

ω
R
z
q
の
幹
事
、

羽
田
同
町
内
問
出
口

k
r
z
d
M
N
O
O
国
〉

の
好
意
に
よ
っ
て
小
生
に
恵
送
せ
ら
れ
て

、吋
Vω

市
問
門
何
回
。
州
司
円

( 117〕

き
た
。訳

者
は
江
原
亮
瑞
、
セ
イ
ロ

ン
の

山口
E
H，
Z
E
の
各
帥
で
あ
る
。

本
論
の
成
立
、
考
証
に
つ
い
て
は
長
井
真
琴
、
干
潟
竜
祥
、
両
博
士
が
す

で
に
紹
介
ず
み
で
あ
り
、
本
稿
に
於
て
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
っ
て
、
分
別

戒
品
（
O
ロ
巴
忠
一
口
ぬ

三
喜
一
町
閃
）
を
主
と
し
て
、
英
訳
文
に
つ
い
て
若
干

気
付
い
た
点
を
述

べ
て
み
よ
う
。

概
し
て
忠
実
な
直
訳
に
よ
っ
て

一
貫
さ
れ
る
が
、
訳
語
の
選
択
に
際
し
て

は

ωペ
Z
C
Z
J町一玄
ω
の
取
捨
に
あ
た
り
極
め
て
細
心
の
配
慮
が
な
さ
れ
、

ω0同
S
J可
V
O円
ω
、
ピ
ル
マ
の

町内
y
mw
日



「
修
」
に

つ
い
て
言
え
は

胃
0
0包
R
？
の
O
E
ロ
2
b
吋ω
旦
号

、

妙
に
分
別
せ
ら
れ、

「
犯
戒
」
の
場
合
に
は
、
σ吋
g
F可
ω凶
凶mH
OB
・8
5
5

H

グ
な
ど
が
前
後
の

印同叶
巴
kr
叶
H
C
Z
に
応
じ
て
波
訳
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

と
合
致
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
い
る。

「
成
相
応
比
一
諸
附
悩
不
起
退
悔
。
引内定
成
満
」

「
相
応
、
及
び
諸
煩
悩
の
不
起
、
退
悔
を
成
じ
、
定
の
成
満
を
得
」

氏
訳
）
に
相
当
す
る
英
文
は
、
o
u
o

p
凶
の
O
向日付
HO
H

z
iNルハ凶｝寸可
ω凶
〈凶日市
戸－］町
一］

ム
J
d
H

U
J

f
ιJ
L
J
ん
テ

（
干
潟

匂

ωω
印】。
町、

門凶

命的け
叶O
U刊

で
あ
り
、

「
退
悔
を

成
じ
」
が

仏
2
可
O
M
－
－
∞
一色
与

と
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
パ
l
リ
文
の
相

当
筒
所
は

5
5
ω
（
惜
抗
、
倶
ふ
一口論
凹
、
成
唯
識
論
六
、
大
毘
婆
一裟
論
三
七

な
ど
に
で
あ
る
）
で
あ
っ

て
惜
沈
、
退
悔
、
z
mH庄
司

の
紡
ム
円
の
綜
が
判
然

と
し
な
い
。

「
思
言
離
散
し
、
花
を
焼

Z
火
に
事

へ
」
は

広
一
ω
ヨ
）門
的E
U

2
H・ω
ω
即

H
O
O内向。円

2
0
2
0
3
g

x

と
あ
り

「
悪
言
離
散
」
に
相
当
す
る
英
文
が

た
ふ
じ
さ

フれら
れ
な
い
、
捕
食
に
於
け
る

自
民
向
庄
内
o
oq

糞
火
に
於
け
る

臼口
一回
関

同
一吋
巾

は
理
解
し
が
た
い
。

行
門
品
四
に
鈴
け
る

「
塙
」
は
問
訳
の
註
で
は
「
恐
ら
く
開
か
」

と
あ
る

IJ

C々

が
、
こ
れ
は
「
痕
」
と
同
意
語
で
あ
っ
て
英
訳
の
ω
mg
は
「
悪
感
」
の
意
味

で
あ
る
枕
に
と
も
に
あ
た
っ
て
い
な
い。

「
政
」先
日u
吋ぬの
o
ug
－－円

E
店
、
時
と
し
て

目
白
ωぽ

な
ど
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
使
用
に
あ
た
っ
て
統
一

を
欠
如
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

泌
訳

「
解
脱
道
論
」

か
ら
英
訳
さ
れ
た
本
論

（↓
v
o
HU
ω
H
V
O州
司
円
。
3

仏
O
B
）
は
、
〈
』
的凹口門呂町
一日
ω目
的
と
比
較
対
照
の
結
果
を
理
解
す
る
こ
と
が

汁
げ
ぬ

。。出
のo
h
M

け円ω巴
O
回

で
き
、
木
論
の
特
殊
性
を

一
層
明
確
に
し
、
重
要
な
法
相
熟
語
に
は

一
々
原

語
を
付
し
、
更
に
関
係
文
献
を
か

γけ
詳
細
な
索
引
を
付
す
る
な
ど
、
こ
の

摘
の
聖
典
の
実
際
的
価
値
の
運
用
に
効
果
あ
ら
し
め
て
い
る。

q
S
H
E

AR
ニ

g
目
旬。
mω
－σ
ぐ
抗
日ロ
色町
HHau匂
mmω
（の
一色
ロ同町内
口

弘
O

U
R0
5J
J
B
H
O
包
ミ己
O
勺包
5

E

E

m
日
。

σ。
E
E
V
－
2
5
2一

巾b
no円。
仏
H
凶
Oω

｝

Oロ
Hω
内凶
広

ω
即けの吋
一汁0
・

と
評
し
た

E
－

KF2
o
u
の
言
葉
は
、
〈
HZ
c
－‘コ
云
kr
の
凸
〉

言
え
る
も
の
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
。

に
つ

い
て
も

三
大
秘
法
と

四
法
成
就
と

の
関
係
に
つ
い
て

( 118) 

駒

教

開

野

大
覚
世
尊
霊
山
会
上
に
於
て
法
華
八
ヶ
年
の
大
会
正
に
終
一馬
を
告
げ
む
と

せ
し
時
、
普
賢
一音
院
は
遥
か
宝
威
上
正
問
に
於
て
釈
尊
が
長
さ
に
説
き
玉
、っ

法
華
経
を
聞
き
、
諸
の
菩
障
と
共
に
裟
婆
世
界
に
来
っ
て
聴
受
し
、
恋
法
惜

く
能
わ
ず
釈
尊
に
「
再
演
法
華
経
」
を
請
い
奉
っ
た
、
即
ち
「
若
草
口男
子
普

女
人
於
如
来
減
云
何
能
得
是
法
華
経
」
と
町
時
に
仏
普
賢
に
告
げ
玉
わ
く
、

「
若
善
男
子
存
女
成
就
四
法
於
如
来
滅
後
必
得
是
経
」
と
是
の
普
賢
菩
慌
の

要
請
は

「
誰
持
此
経
」
の
信
念
よ
り
し
て
末
法
濁
悪
世
に
於
け
る
自
他
阿
門

の
修
行
法
と
し
て
の
法
華
経
木
逃
両
門
開
顕
の
要
を
請
い
奉
っ

た
。
之
の
要


